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１．事業の概要

埼玉県

吉川市

野田市

起点 ：野田市山崎交差点

終点 ：南部工業団地入口交差点

延長 ： Ｌ=0.7㎞

幅員 ： W=25～39m

道路規格 ： 第4種第1級

設計速度 ： 60㎞/h

全体事業費 ： ９０億円

 のだ    やまざき

なんぶ こうぎょうだんち いりぐち

今上木野崎線の位置

凡例

事業区間

供用済区間

高規格幹線道路

一般国道

主要地方道

一般県道

今上木野崎線
事業区間
L=0.7ｋｍ

起
点

終
点

東西方向の
ネットワーク強化

・今上木野崎線の開通により、東葛飾北部地域の東西方向のネットワーク強化、踏切による交通
   渋滞の解消が期待される。

野
田
市
山
崎
交
差
点

南
部
工
業
団
地
入
口
交
差
点

計画横断図

事業箇所

立体交差部

一般部



東武野田線
梅郷駅

南部工業団地
入口交差点

野田市
山崎交差点

出典：国土地理院撮影の空中写真（2019年撮影）

3

凡例

事業区間
供用済区間
国道
市道
市道1260号線

２．事業の進捗状況
事業進捗率

38％(事業費ベース)
 用地進捗率

86％(面積ベース)
【令和７年度末予定】

平成24年度 事業着手

平成25年度～ 用地買収

令和14年度 事業完了予定

①山崎交差点周辺から
国道16号側を望む

撮影日：2025.06.24

②線路沿いから国道16号側を望む

撮影日：2025.06.24

③

③南部工業団地入口交差点から
国道16号側を望む

撮影日：2025.06.24



4

２．事業の進捗状況

前回再評価（R２再評価）

約８２億円

（２）ー１ 事業費増加について

今回評価（R7再評価）

約９０億円（約８億円増）

項目 内容

・工事費の増額 ・労務単価・資材コスト上昇による工事費増額
・週休２日による増額
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２．事業の進捗状況
（２）ー２ 事業費増額の要因 

〇建設費デフレーターによる令和６年度までの工事費上昇に伴う事業費増  約 7 . 3億円
〇週休 2日制度の取組による事業費増  約 1 . 0億円

合計  約 8 . 3億円

〇残工事に対しての工事費割増   4 0 . 7 億円 （残事業費 【 R 7 時点 】 ） × 1 . 1 8 ＝ 4 8 . 0 億円 増額 約 7 . ３ 億円
〇週休 2 日制度の取組割増   4 8 . 0 億円 （割増した残工事費合計 ）× 1 . 0 2 ＝ 4 9 . 0 億円 増額 約 １ . ０ 億円

労務単価 ・資材コス ト上昇等による増額合計 7 . ３億円＋ １ . ０億円＝約 ８ . ３ 億円

引 用 元 （ 出 典 ）
・ 建 設 工 事 費 デ フ レ ー タ ー ： 国 土 交 通 省
h t t p s : / / w w w . m l i t . g o . j p / s o g o s e i s a k u / j o u h o u
k a / c o n t e n t / d e f n e n d o _ 2 5 0 5 3 0 . x l s x
・ 工 事 に お け る 週 休 2 日 の 取 得 に 要 す る 費 用 計 上 に つ い
て （ 試 行 ） ： 国 土 交 通 省
h t t p s : / / w w w . m l i t . g o . j p / t e c / c o n t e n t / 0 0 1 8 7 3

4 2 8 . p d f

■建設工事費デフレーター ■完全週休2日適用工事（令和7年時点）

経費 補正係数

労務費 1.02

共通仮設費率 1.02

現場管理費率 1.03

平均値 1.02

※ 平 成 2 4 年 度 を 基 準 と し た 建 設 費 デ フ レ ー タ ー を 使 用
※ 建 設 工 事 費 デ フ レ ー タ ー ： 建 設 工 事 に 係 る 「 名 目 工 事 費 額 」 を

基 準 年 度 の 「 実 質 額 」 に 変 換 す る 目 的 で 作 成 し て い る 指 標 。

建設工事費
デフレーター

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

土木総合 100.00 104.15 110.06 113.28 118.27

90

95

100

105

110

115

120

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
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２．事業の進捗状況

延伸理由

用地取得に不測の日数を要していることから、事業を延伸する。
＜参考＞用地進捗状況（令和7年度末予定） 面積ベース：86.2％

H24                             R7 R14

令和2年度
事業再評価時
工期：H24～R7

令和7年度
事業再評価時
工期：H24～R14

R7現在

7年

R14

対策

残る用地交渉を進め、期限内に事業が完了できるよう用地取得や工事など
について工程管理を図っていく。

（２）ー２ 事業期間の延伸



東武野田線
梅郷駅

南部工業団地
入口交差点

野田市
山崎交差点

踏切名：
 野田線第179号
交通遮断量（52,921台時/日）

出典：国土地理院撮影の空中写真（2019年撮影）
【自動車ボトルネック踏切】
踏切自動車交通遮断量（1日交通量×踏切遮断時間）が5万台時/日以上の踏切

（１）渋滞の状況

３．社会経済情勢

7

市道1260号線・市道山崎
野田線・今上木野崎線で
クランクを形成

道路形状

市道山崎野田線の
右折車線が短い

・国道16号から玉葉橋までを結ぶ現道の交差点では、道路形状がクランクを形成し円滑な交通の阻害
となっており、市道1260号線では渋滞が発生しており、混雑度が1.11である。
・踏切自動車交通遮断量が52,921台時/日であり、ボトルネック踏切となっている。

出典：踏切安全通行カルテ
（2025年公表）

凡例

事業区間
供用済区間
国道
市道
市道1260号線
ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切

③

①

②

④



東武野田線
梅郷駅

南部工業団地
入口交差点

野田市
山崎交差点

出典：国土地理院撮影の空中写真（2019年撮影）

（２）交通事故の状況

３．社会経済情勢

8

・事業区間の周辺の市道1260号線では、2023年1月～2025年7月の期間で計9件の交通事故が
発生しており、うち衝突事故が5件と約6割を占めている。

凡例

事業区間
供用済区間
国道
市道
市道1260号線

衝突
出会い頭
追突出典：野田警察署提供データ

（2023年1月～2025年7月）

死傷事故件数
2023年1月～2025年7月

計9件



社
会
的
割
引
率

■費用および便益算定の前提
基準年次 ：令和７年度
検討年数 ：供用後５０年間
社会的割引率：４％（参考：１％、２％）

■便益の算定

●走行時間短縮便益
●走行経費減少便益
●交通事故減少便益

■費用の算定

道路整備に
要する事業費

道路維持管理
に要する費用

■現在価値の算定

便益の現在価値（Ｂ） 費用の現在価値（Ｃ）

費用便益分析の実施（Ｂ／Ｃ）

9

費用便益分析ﾏﾆｭｱﾙ

令和７年８月
国土交通省

道路局、都市局

デ
フ
レ
ー
タ

（１）費用便益比の算定

４．事業の投資効果



10

（２）便益の算定方法

４．事業の投資効果

交通流の推計

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

事故減少便益

＝ 道路整備無の走行経費  －  道路整備有の走行経費

＝ 道路整備無の走行時間の価値  －  道路整備有の走行時間の価値

＝ 道路整備無の交通事故損失額 － 道路整備有の交通事故損失額

総便益（Ｂ）

道路整備の有無によるそれぞれの交通量、走行速度等を推計

DO DO

整備無（without） 整備有（with）

（without） （with）

（without） （with）

（without） （with）
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（３）費用便益比

４．事業の投資効果

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

１３７億円 ２４億円 ４億円 １６４億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

１.９
８６億円 ０.５億円 ８６億円

【事業全体】

【残事業】

基準年：令和７年度
 
 注１）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。
 注２）費用及び便益額は整数止めとする。
 注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

便益（Ｂ）

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

総便益 費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

１３７億円 ２４億円 ４億円 １６４億円

費用（Ｃ）
事業費 維持管理費 総費用

３.９
４１億円 ０.５億円 ４２億円



12

今回再評価（Ｒ７） 前回再評価（Ｒ２） 備 考

費用便益マニュアル 令和７年８月版 平成３０年２月版 原単位の更新

対象延長 ０．７ｋｍ ０．７ｋｍ

基準年次 令和７年度 令和２年度 基準年次の変更

供用予定年次 令和１４年度 令和７年度 用地取得の長期化

分析対象期間 供用後５０年 供用後５０年

基礎データ
平成２７年度

道路交通センサス
平成２２年度

道路交通センサス
基礎データの更新

推計交通量
２１２（百台／日）
（R22年次）

３４０（百台／日）
（R12年次）

推計値の更新

総便益（Ｂ） １６４億円 １５２億

総費用（Ｃ） ８６億円 ６８億

Ｂ／Ｃ １．９ ２．３
・B／C 3.1（社会的割引率２%）
・B／C 4.2（社会的割引率１%）

B/Cの
比較

今回再評価（Ｒ７） 前回再評価（Ｒ２） 備 考

事業費
（現在価値化前）

９０億円 ８２億円 ８億円増加

事業費
の比較

４．事業の投資効果
（４）費用便益比の算定結果



東武野田線
梅郷駅

南部工業団地
入口交差点

野田市
山崎交差点

踏切名：
 野田線第179号

出典：国土地理院撮影の空中写真（2019年撮影）
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（５）-１ 整備効果（走行時間短縮・走行経費減少）

４．事業の投資効果

事業区間整備により、野田市山崎交差点から南部工業団地入口交差点までの所要時間が約7.7分
短縮する。

【所要時間】
現  況：所要時間調査結果（H23.10） 
整備後：推計に基づく所要時間と整備前所要時間を基に算出

凡例

事業区間
供用済区間
国道
市道
市道1260号線
ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切

①

約7.7分短縮
（-46％）



東武野田線
梅郷駅

南部工業団地
入口交差点

野田市
山崎交差点

踏切名：
 野田線第179号

出典：国土地理院撮影の空中写真（2019年撮影）
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（５）-２ 整備効果（交通事故減少便益）

４．事業の投資効果

市道1260号線の交通が事業区間に転換することにより、交通の円滑化が図られ、交通事故減少に
よる安全性向上が期待される。

市道1260号線の交通が
事業区間へ転換

↓
交通の分散により
安全性が向上

凡例

事業区間
供用済区間
国道
市道
市道1260号線
ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ踏切

狭い歩道
出典：Googleマップ
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事業区間整備により野田総合病院（二次緊急医療機関）へのアクセス性が向上。現況の搬送時間
約27分が整備後は約21分となり、約6分短縮することで救命率が向上（死亡率が減少）する。

野田市

埼玉県吉川市

野田総合病院
（二次緊急医療機関）

踏切名：
 野田線第179号

凡例

現況の経路
整備後の経路
ボトルネック踏切

＜経路等＞

＜緊急輸送路＞
１次路線

現 況：所要時間調査結果（H23.10） 
整備後：推計に基づく所要時間と整備前所要時間を基に算出

ｷｯｺｰﾏﾝ総合病院
（二次緊急医療機関）

（６）搬送時間短縮による救命率の向上（便益の算定に含まれていない効果）

＜現況＞
所要時間

27.1分

＜整備後＞
所要時間

21.5分

所要時間

約5.6分短縮

多量出血の場合の死亡率

0

20

40

60

80

100

1 10 100

時間経過（分）

心臓停止 呼吸停止 多量出血

搬送時間
約6分短縮

■カーラーの救命曲線による死亡率

死
亡
率
（
％
）

現況：死亡率約40％

整備後：死亡率約21％

30

救命率
約19ポイント向上

みずき地区
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５．コスト縮減

コスト縮減への取り組み

新技術・ 新工法の積極的な活用を

図り、コスト縮減に努めながら、引き

続き事業を推進していく。
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６．対応方針（案）

○費用便益比（Ｂ／Ｃ）⇒『１．９』

○整備効果

・交通の転換による周辺道路の渋滞緩和や移動時間の短縮

・周辺道路の交通の円滑化による交通事故の減少

【便益の算定に含まれていない効果】

・搬送時間短縮による救命率の向上

事業を継続し、効果の早期発現を目指す
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